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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第75期
第１四半期
累計期間

第76期
第１四半期
累計期間

第75期

会計期間

自平成25年
　４月１日
至平成25年
　６月30日

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　６月30日

自平成25年
　４月１日
至平成26年
　３月31日

売上高 （千円） 1,898,158 2,343,468 9,260,760

経常利益 （千円） 58,014 93,304 598,704

四半期（当期）純利益 （千円） 55,464 88,275 352,070

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） - - -

資本金 （千円） 2,298,010 2,298,010 2,298,010

発行済株式総数 （千株） 15,385 15,385 15,385

純資産額 （千円） 1,207,679 1,614,987 1,509,972

総資産額 （千円） 7,115,150 7,164,708 7,157,872

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 3.62 5.75 22.95

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） - - -

１株当たり配当額 （円） - - -

自己資本比率 （％） 17.0 22.5 21.1

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社の異動もありません。

　なお、当社は、子会社PT.IKUYO INDONESIA（保有比率51％）を有しておりますが、四半期財務諸表に及ぼす影響が

軽微であり、現時点では重要性がないため、非連結子会社としております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、当第１四半期累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な

変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

 

(1)　経営成績

　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、消費税増税に伴う物価の上昇、ガソリン価格の高騰や電気料金の

値上がりなど、個人消費の落ち込み懸念により足元の経済環境は不透明なものとなっておりましたが、政府の経済

政策及び日本銀行による金融政策により、緩やかな景気の回復基調で推移いたしました。

　当社の関係する自動車業界では、各自動車メーカーの生産拠点の海外移転により、部品調達の現地化の推進が続

けられ、自動車部品メーカーも一層の技術革新と低コスト化など、当社を取り巻く事業環境は、引き続き厳しい状

態にあります。

　このような状況のなか、当社では、主要取引先の売上が安定的に推移したことまた、継続して取り組んでいる社

内合理化、原価低減により、売上高、営業利益、経常利益及び四半期純利益について、当初目標を上回る結果とな

りました。

当第１四半期累計期間における業績は、売上高2,343百万円（前年同期比23.5％増）、営業利益164百万円（前年同

期比136.4％増）、経常利益93百万円（前年同期比60.8％増）、四半期純利益88百万円（前年同期比59.2％増）と

なりました。

 

(2)　財政状態

　当第１四半期会計期間末の総資産は7,164百万円となり、前事業年度末に比べ６百万円増加いたしました。流動

資産は3,027百万円となり、41百万円減少いたしました。主な要因は、現金及び預金（49百万円）、その他（127百

万円）の増加、受取手形及び売掛金（229百万円）が減少したこと等です。固定資産は4,136百万円となり48百万円

増加いたしました。主な要因は、有形固定資産（17百万円）、投資その他の資産（26百万円）が増加したこと等で

す。負債合計は5,549百万円となり、前事業年度末に比べ98百万円減少いたしました。流動負債は4,836百万円とな

り、114百万円減少いたしました。主な要因は、流動負債のその他（137百万円）が増加したものの、短期借入金

（240百万円）が減少したことによるものです。固定負債は712百万円となり、15百万円増加いたしました。主な要

因は、退職給付引当金（7百万円）が増加したこと等です。純資産は1,614百万円となり、前事業年度末に比べ105

百万円増加いたしました。主な要因は利益剰余金（88百万円）、その他有価証券評価差額金（16百万円）が増加し

たこと等です。

 

(3)　重要事象等について

　該当事項はありません。

 

(4)　対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)　研究開発活動

　当第１四半期累計期間の研究開発費総額は0百万円です。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,385,000 15,385,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

　1,000株

計 15,385,000 15,385,000 - -

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
- 15,385 - 2,298,010 - 2,323,426

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 - - -

議決権制限株式（自己株式等） - - -

議決権制限株式（その他） - - -

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 45,000 - -

完全議決権株式（その他） 普通株式　 15,306,000 15,306 -

単元未満株式 普通株式　　　 34,000 - -

発行済株式総数 15,385,000 - -

総株主の議決権 - 15,306 -

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社イクヨ
神奈川県厚木市上依知

３０１９番地
45,000 - 45,000 0.29

計 － 45,000 - 45,000 0.29

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成26年４月１日から平成26

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、清和監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社PT.IKUYO INDONESIA（保有比率51％）を有しておりますが、「四半期連結財務諸表の用語、様式及

び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当企業集団の財政状態、経営成績及び

キャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいため、四半期連結財務諸表を作成

しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次の通りであります。

　　資産基準　　　　　1.6％

　　売上高基準　　　　0.1％

　　利益基準　　　　△2.1％

　　利益剰余金基準　△0.1％
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 578,779 627,799

受取手形及び売掛金 1,987,809 1,758,335

商品及び製品 98,071 99,509

仕掛品 86,858 85,483

原材料及び貯蔵品 154,855 166,518

その他 162,925 290,229

流動資産合計 3,069,300 3,027,874

固定資産   

有形固定資産   

建物 3,954,468 3,959,368

減価償却累計額 △3,146,682 △3,163,389

建物（純額） 807,786 795,978

工具、器具及び備品 23,291,491 23,454,898

減価償却累計額 △22,111,791 △22,213,505

工具、器具及び備品（純額） 1,179,700 1,241,393

土地 1,169,861 1,169,861

その他 4,154,604 4,134,443

減価償却累計額 △3,891,583 △3,904,224

その他（純額） 263,021 230,219

有形固定資産合計 3,420,368 3,437,453

無形固定資産 31,389 36,178

投資その他の資産   

その他 636,814 663,201

投資その他の資産合計 636,814 663,201

固定資産合計 4,088,572 4,136,834

資産合計 7,157,872 7,164,708

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,587,278 1,654,255

短期借入金 480,000 240,000

1年内返済予定の長期借入金 2,406,880 2,406,880

未払法人税等 45,656 7,246

賞与引当金 78,686 38,711

その他 352,381 489,727

流動負債合計 4,950,882 4,836,820
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成26年６月30日)

固定負債   

退職給付引当金 589,565 597,367

その他 107,452 115,533

固定負債合計 697,018 712,900

負債合計 5,647,900 5,549,721

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,298,010 2,298,010

資本剰余金 2,323,426 2,323,426

利益剰余金 △3,297,730 △3,209,455

自己株式 △9,156 △9,156

株主資本合計 1,314,549 1,402,825

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 195,422 212,161

評価・換算差額等合計 195,422 212,161

純資産合計 1,509,972 1,614,987

負債純資産合計 7,157,872 7,164,708
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 1,898,158 2,343,468

売上原価 1,598,751 1,927,547

売上総利益 299,407 415,920

販売費及び一般管理費 229,756 251,252

営業利益 69,650 164,668

営業外収益   

受取利息 117 106

受取配当金 6,417 7,214

助成金収入 1,393 -

金型精算差益 4,571 39

その他 1,686 2,263

営業外収益合計 14,186 9,624

営業外費用   

支払利息 25,526 20,525

シンジケートローン手数料 - 60,000

その他 295 461

営業外費用合計 25,821 80,987

経常利益 58,014 93,304

特別損失   

固定資産売却損 - 25

特別損失合計 - 25

税引前四半期純利益 58,014 93,279

法人税、住民税及び事業税 2,550 5,003

法人税等合計 2,550 5,003

四半期純利益 55,464 88,275
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

前第１四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
　　至　平成25年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
　　至　平成26年６月30日）

 
　減価償却費 142,783千円
 

 
　減価償却費 134,159千円
 

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、日本を単一のセグメントとして運営しており、これ以外に報告セグメントがないため、記載を省略

しております。

 

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 3円62銭 5円75銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 55,464 88,275

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 55,464 88,275

普通株式の期中平均株式数（千株） 15,341 15,339

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿

（注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社イクヨ(E02226)

四半期報告書

11/12



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年８月８日

株式会社イクヨ

取締役会　御中

 

清和監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 川田　増三　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大塚　貴史　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社イクヨ

の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第76期事業年度の第１四半期会計期間(平成26年４月１日から平成26年

６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正

に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イクヨの平成26年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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